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運
営
か
ら
経
営
に
シ
フ
ト
し
た

観
光
振
興
・
源
泉
活
用
の
実
践
を

中
学
校
給
食
の
実
施
で

都
市
間
格
差
の
解
消
を

災
害
時
の
安
心
と
希
望
を
担
う

女
性
消
防
団
の
結
成
を

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し

在
宅
介
護
の
充
実
を
図
れ

妊
婦
・
乳
幼
児
の

放
射
能
検
診
実
施
を

　
新
政
ク
ラ
ブ　
　
　
今
井　
　
実　

一　
源
泉
の
活
用
と
観
光
振
興
に
つ
い

て問　
弘
法
の
里
湯
へ
の
源
泉
引
き
込
み

工
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
施
設
利

用
者
や
関
係
者
に
対
す
る
周
知
が
不
足

し
て
お
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
、
地
域
と
の
連
携
が
出
来
て

い
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
窓
口
、
口
頭
で
の
事
前
周
知
を
図

っ
て
き
た
が
、
早
い
対
応
を
す
べ
き
だ

っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
今
後
は
観
光

協
会
と
も
連
携
を
深
め
、
広
報
宣
伝
に

努
め
た
い
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

も
、
今
ま
で
の
不
便
を
解
消
す
る
よ
う

な
対
応
を
図
り
、
地
域
と
の
信
頼
関
係

を
よ
り
一
層
構
築
し
て
い
き
た
い
。

問　
新
源
泉
の
弘
法
の
里
湯
へ
の
か
け

流
し
だ
け
で
は
温
泉
街
活
性
化
に
な
ら

な
い
。
配
湯
を
希
望
す
る
旅
館
へ
の
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
旅
館
と
の
協
議
を
重
ね
て
お
り
、

温
泉
街
と
一
体
と
な
っ
て
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

二　
防
災
、
想
定
外
の
想
定
に
つ
い
て

問　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
対
策

の
見
直
し
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
総

雨
量
２
０
０
０
㍉
㍍
を
超
え
る
大
雨
の

想
定
は
し
て
い
る
の
か
。

答　
県
が
平
成
23
年
度
中
に
示
す
方
向

性
に
合
わ
せ
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
現
在
の
想
定

は
、
１
時
間
当
た
り
１
０
０
㍉
㍍
で
あ

り
、
総
雨
量
で
の
想
定
は
し
て
い
な
い
。

問　
市
長
が
発
令
で
き
る
避
難
勧
告
・

避
難
指
示
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
基
準

の
策
定
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答　
数
値
的
基
準
は
定
め
て
い
な
い
。

一
般
質
問
は

２
面
・
３
面
に
も
掲
載

（

）

一

般

質

問　
緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
放
射
能
汚
染
対
策
に
つ
い
て

問　
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故

で
の
放
射
性
物
質
拡
散
量
は
広
島
原
爆

の
20
個
以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
。
国
会

証
人
に
立
っ
た
東
京
大
学
児
玉
龍
彦
教

授
は
「
現
行
法
の
改
正
が
必
要
で
、
基

準
値
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
よ
り
高
く
、

が
ん
は
数
年
後
か
ら
増
加
す
る
。
」
と

明
言
し
て
い
る
。
本
市
も
安
全
の
た
め

妊
婦
や
乳
幼
児
の
検
診
、
給
食
調
理
後

の
測
定
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
暫
定
基
準
は
国
際
機
関
の
数
値
を

基
に
国
が
決
め
て
お
り
、
市
場
で
の
流

通
食
品
も
こ
の
基
準
に
よ
る
た
め
問
題

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
給
食
調
理
後

の
測
定
は
物
理
的
、
経
済
的
に
無
理
が

あ
る
。
産
地
で
検
査
さ
れ
て
い
る
た
め

現
時
点
で
は
難
し
い
。

二　
森
林
、
緑
地
の
整
備
に
つ
い
て

問　
近
年
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め

大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

山
林
か
ら
の
土
石
流
、
河
川
の
は
ん
ら

ん
の
原
因
は
、
山
林
が
放
置
さ
れ
山
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
が
失
わ
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
本
市
の
里
山
、
森
林
整

備
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
29
の
団
体
が
除
草
や
下
草
刈
り
な

ど
の
林
内
整
理
の
ほ
か
、
里
山
で
の
林

業
体
験
ふ
れ
あ
い
事
業
な
ど
の
啓
発
活

動
も
実
施
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
里

山
林
で
は
32
％
、
水
源
エ
リ
ア
で
は
61

％
の
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

要
望　
間
伐
、
枝
打
ち
が
さ
れ
ず
病
ん

で
い
る
森
林
が
相
当
に
見
受
け
ら
れ
る
。

木
が
元
気
に
育
つ
よ
う
な
環
境
を
つ
く

っ
て
ほ
し
い
。

　
民　
政　
会　
　
　
神
倉　
寛
明

一　
学
校
教
員
統
計
調
査
に
つ
い
て

問　
全
国
で
精
神
疾
患
を
理
由
に
退
職

し
た
教
員
は
９
４
０
人
で
あ
り
、
病
気

退
職
の
半
数
を
占
め
る
。
本
市
の
退
職

者
や
休
職
者
の
数
と
そ
の
理
由
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
直
近
３
年
間
の
退
職
者
94
人
の
う

ち
４
名
が
精
神
疾
患
、
休
職
者
25
人
の

う
ち
17
人
が
精
神
疾
患
で
あ
り
、
原
因

は
学
級
経
営
が
円
滑
に
運
営
で
き
な
い

こ
と
や
人
間
関
係
の
悩
み
等
で
あ
る
。

取
り
組
み
は
メ
ー
ル
相
談
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用
等
で
あ
る
。

要
望　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
充
実
し
抜

本
的
対
策
を
急
い
で
ほ
し
い
。

問　
全
国
の
女
性
教
員
の
割
合
は
小
学

校
で
62
％
、
中
学
校
で
約
42
％
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
小
学
校
長
は
約
19
％
、
教

頭
は
約
22
％
、
中
学
校
長
は
約
６
％
、

教
頭
は
８
％
で
あ
る
。
本
市
の
女
性
教

員
と
女
性
管
理
職
の
割
合
は
ど
う
か
。

答　
女
性
教
員
は
小
学
校
約
64
％
、
中

学
校
約
43
％
で
、
小
学
校
の
女
性
校
長

は
約
23
％
、
女
性
教
頭
は
約
31
％
で
あ

る
。
中
学
校
で
は
登
用
し
て
い
な
い
。

要
望　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
女
性
管
理
職
登
用
を
進
め
て
ほ
し
い
。

二　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問　
在
宅
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
登
録

制
度
に
お
け
る
未
登
録
者
の
安
否
確
認

を
行
う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
安
否
確
認
は
必
要
で
あ
り
精
査
し

た
い
。
24
時
間
地
域
巡
回
型
訪
問
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
位
置
付
け
在
宅
介
護
の
充

実
を
図
り
た
い
。

　
民　
政　
会　
　
　
古
木　
勝
久　

一　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

問　
全
国
平
均
に
比
べ
、
県
内
の
公
立

中
学
校
完
全
給
食
実
施
率
は
極
め
て
低

い
。
厚
木
市
が
平
成
19
年
度
に
、
海
老

名
市
が
23
年
度
に
実
施
し
、
伊
勢
原
市

も
近
々
に
実
施
す
る
な
ど
動
き
が
活
発

に
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
基
本
的
な

考
え
方
は
ど
う
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、
現
状
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
多

額
な
財
政
負
担
を
要
す
る
た
め
、
現
在

は
、
中
学
校
給
食
実
施
の
考
え
は
な
い
。

要
望　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
育

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
経
済
効
果
も
期

待
で
き
る
た
め
、
実
施
に
向
け
た
検
討

会
議
を
立
ち
上
げ
て
ほ
し
い
。

二　
大
気
汚
染
物
質
広
域
監
視
シ
ス
テ

ム
（
そ
ら
ま
め
君
）
に
つ
い
て

問　
国
の
事
業
と
し
て
、
市
内
に
は
一

般
大
気
と
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
測
定
局

が
２
か
所
あ
る
が
、
２
局
間
の
距
離
は

約
７
０
０
㍍
と
近
接
し
て
い
る
。
ま
た
、

汚
染
物
質
の
測
定
項
目
が
３
項
目
重
複

し
て
お
り
、
さ
ら
に
設
置
後
40
年
が
経

過
し
て
い
る
た
め
、
時
代
の
変
化
に
応

じ
て
再
配
置
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

答　
国
の
法
定
受
託
事
務
と
し
て
県
が

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
状
で

は
、
設
置
場
所
、
測
定
項
目
い
ず
れ
も

事
務
処
理
基
準
に
適
合
し
て
い
る
が
、

大
き
な
環
境
変
化
が
生
じ
た
場
合
は
、

県
と
協
議
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
公　
明　
党　
　
横
山　
む
ら
さ
き

一　
不
育
症
に
つ
い
て

問　
厚
生
労
働
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、

妊
娠
経
験
者
の
４
・
２
％
が
妊
娠
し
て

も
流
産
・
死
産
な
ど
を
繰
り
返
す
不
育

症
を
発
症
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
全
国

で
１
４
０
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

不
育
症
の
認
知
度
は
低
い
が
、
検
査
と

治
療
に
よ
り
出
産
も
可
能
と
な
る
た
め
、

周
知
啓
発
と
公
費
助
成
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
不
育
症
に
つ
い
て
は
、
専
門
医
で

の
受
診
が
重
要
で
あ
る
。
母
子
健
康
手

帳
と
一
緒
に
配
付
し
て
い
る
冊
子
を
活

用
し
て
不
育
症
検
査
の
周
知
啓
発
に
努

め
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
り
た
い
。

公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
対
策

と
し
て
総
合
的
に
研
究
し
た
い
。

二　
女
性
消
防
団
の
結
成
に
つ
い
て

問　
東
日
本
大
震
災
の
際
の
献
身
的
な

活
動
で
女
性
消
防
団
が
注
目
さ
れ
て
お

り
、
総
務
省
消
防
庁
で
も
女
性
消
防
団

員
の
採
用
を
推
進
し
て
い
る
。
災
害
時

に
お
け
る
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
女
性
の
入
団
を
積
極

的
に
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
る
が
、
本

市
の
組
織
体
制
の
課
題
を
整
理
す
る
中

で
、
消
防
団
の
機
動
力
を
低
下
さ
せ
な

い
よ
う
な
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
た
上

で
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
た
い
。

問　
被
雇
用
者
団
員
の
増
加
に
よ
る
日

中
の
地
域
防
災
力
低
下
に
対
す
る
考
え

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
災
害
時
の
即
応
力
を
高
め
る
た
め
、

市
内
在
勤
団
員
を
確
保
す
る
よ
う
事
業

所
に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

尖
閣
諸
島
を
は
じ
め

我
が
国
の
領
土
・
領
海
を
守
れ

平
23
陳
情
第
12
号　
尖
閣
諸
島
を
は
じ

め
我
が
国
の
領
土
・
領
海
を
守
る
措
置

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳

情▼
願　
意

　

尖
閣
諸
島
海
域
で
の
外
国
漁
船
の
違

法
操
業
が
常
態
化
し
、
我
が
国
の
主
権

が
奪
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
尖
閣

諸
島
を
は
じ
め
我
が
国
の
領
土
・
領
海

を
守
る
よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し

て
ほ
し
い
。

▼
審
査
状
況

　

こ
の
陳
情
は
、
今
定
例
会
に
お
い
て

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
も
の

で
す
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
多
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

議
提
議
案
第
５
号　
尖
閣
諸
島
を
は
じ

め
我
が
国
の
領
土
・
領
海
を
守
る
措
置

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

尖
閣
諸
島
海
域
で
は
、
外
国
漁
船
に

よ
る
領
海
侵
犯
や
違
法
操
業
が
繰
り
返

さ
れ
て
お
り
、
平
成
22
年
に
発
生
し
た

中
国
漁
船
に
よ
る
衝
突
事
件
は
、
我
が

国
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
重
大
な
問
題

で
あ
り
、
国
家
主
権
を
守
る
立
場
か
ら

も
、
領
土･

領
海
を
守
る
た
め
の
体
制

の
整
備
を
講
じ
る
よ
う
、
国
に
意
見
書

を
提
出
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

９
月
定
例
会
で
は
、
３
件
の
陳
情
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
議
案
１
件
が
議
員
か
ら
、
１
件
が
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
陳
情
・
意
見
書
の
全
文
掲
載
は
紙
面
の
都
合
上
、
省
略
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
全
文
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
）

陳

情
・
意

見

書

議会のうごき
○９月
12日（月）	・議員協議会
15日（木）	・代表者会議
20日（火）	・市議会第３回定例会開会【傍聴者６人】
	 ・代表者会議・議会運営委員会
22日（木）	・本会議（議案審議）【傍聴者３人】
	 ・各常任委員会・決算特別委員会
	 ・議会運営委員会・代表者会議
26日（月）	・本会議（一般質問）【傍聴者 54人】
27日（火）	・本会議（一般質問）【傍聴者 101 人】
	 ・議会運営委員会・議会報編集委員会
28日（水）	・本会議（一般質問）【傍聴者６人】
	 ・議会活性化特別委員会
29日（木）	・決算特別委員会【傍聴者なし】
30日（金）	・決算特別委員会【傍聴者なし】

○10月
３日（月）	・決算特別委員会【傍聴者なし】
４日（火）	・決算特別委員会【傍聴者なし】
５日（水）	・代表者会議
	 ・総務常任委員会【傍聴者 14人】
６日（木）	・文教福祉常任委員会【傍聴者２人】
11日（火）	・都市建設常任委員会【傍聴者なし】
18日（火）	・議会運営委員会
	 ・市議会第３回定例会閉会【傍聴者２人】
	 ・臨時議員連絡会【傍聴者１人】
	 ・代表者会議・議会運営委員会【傍聴者１人】
	 ・議会報編集委員会
20日（木）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第３回定例会

○11月
８日（火）	・代表者会議
14日（月）	・議会報編集委員会
16日（水）	・代表者会議・議員連絡会
	 ・議会活性化特別委員会・総務常任委員会

12月定例会での請願・陳情は開会日から5日目の11月28日（月）午後5時まで受け付けております。提出の際は事前に議会事務局（☎82-9652）までご連絡をお願いします。請願・陳情の提出について


